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気づいていますか？気づいていますか？

　　　　身近に潜む　　　　身近に潜む危険危険
いつどこで起こるかわからない交通事故――。いつどこで起こるかわからない交通事故――。
私たちの暮らすときがわ町でも発生している。今回は小川警察署私たちの暮らすときがわ町でも発生している。今回は小川警察署
交通課の立花さんに、交通事故の傾向や注意すべきポイント、運交通課の立花さんに、交通事故の傾向や注意すべきポイント、運
転に不安を感じている方への支援について解説していただいた。転に不安を感じている方への支援について解説していただいた。
事故を未然に防ぐために、今、私たちにできることを考えていく。事故を未然に防ぐために、今、私たちにできることを考えていく。

西平地区は、平日はダンプカー西平地区は、平日はダンプカー
などの大型車両の通行が多く、などの大型車両の通行が多く、
休日は町外から多くの自転車利休日は町外から多くの自転車利
用者が訪れるという特徴があ用者が訪れるという特徴があ
る。特に、自転車やバイクなどる。特に、自転車やバイクなど
の二輪車による事故が四輪車よの二輪車による事故が四輪車よ
りも多く発生している。無理なりも多く発生している。無理な
追い越しや速度超過は厳禁。追い越しや速度超過は厳禁。

明覚地区は、駅の利用者や通学明覚地区は、駅の利用者や通学
する児童・生徒が多いため歩行する児童・生徒が多いため歩行
者の姿が目立つ。また越生～小者の姿が目立つ。また越生～小
川間を行き来する車が多く、他川間を行き来する車が多く、他
県ナンバーの車も多い。道に不県ナンバーの車も多い。道に不
慣れな運転者の事故の割合も高慣れな運転者の事故の割合も高
く、自分の安全だけでなく相手く、自分の安全だけでなく相手
への配慮や注意も必要。への配慮や注意も必要。

玉川地区は、夕方の西日によっ玉川地区は、夕方の西日によっ
て信号が見えづらくなる場所がて信号が見えづらくなる場所が
多い。また、和田橋や玉川橋で多い。また、和田橋や玉川橋で
の接触事故も発生している。令の接触事故も発生している。令
和 8 年 9 月施行の道路交通法施和 8 年 9 月施行の道路交通法施
行令の改正により、法令速度が行令の改正により、法令速度が
60km から 30km になる生活道60km から 30km になる生活道
路もあるため注意が必要。路もあるため注意が必要。

1_自転車どうしの事故がおきた場所。見1_自転車どうしの事故がおきた場所。見
通しが悪く、木が生い茂っているため日通しが悪く、木が生い茂っているため日
中でも暗い　2_急こう配で急なヘアピン中でも暗い　2_急こう配で急なヘアピン
カーブになっており、車同士の事故がおカーブになっており、車同士の事故がお
きた場所　3_すぐ近くに砕石場があり大きた場所　3_すぐ近くに砕石場があり大
型車の通行が多い型車の通行が多い

1_交通量が多い田中の交差点。特に越1_交通量が多い田中の交差点。特に越
生～小川間はスピードを出す車や、大型生～小川間はスピードを出す車や、大型
車両の通行が目立つ 2_付近には小学校、車両の通行が目立つ 2_付近には小学校、
中学校があるため、通勤・通学の時間帯中学校があるため、通勤・通学の時間帯
は横断歩道を渡る児童や生徒に特に注意は横断歩道を渡る児童や生徒に特に注意
が必要となるが必要となる

1_今年の 9月に事故が発生した田黒の交1_今年の 9月に事故が発生した田黒の交
差点　2_急な左カーブの先に信号がある差点　2_急な左カーブの先に信号がある
ため、信号待ち車両に追突する危険があため、信号待ち車両に追突する危険があ
る。補助信号の適切な利用が求められるる。補助信号の適切な利用が求められる

駐在さんが選ぶ駐在さんが選ぶ

ときがわ町ときがわ町 のの 危険箇所危険箇所
町内の危険箇所について把握するため、西平、明覚、玉川地区を町内の危険箇所について把握するため、西平、明覚、玉川地区を
担当する 3 人の駐在さんに話を伺った。各地区の特徴や駐在さん担当する 3 人の駐在さんに話を伺った。各地区の特徴や駐在さん
が特に危険だと思う場所について紹介していく。が特に危険だと思う場所について紹介していく。
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安全運転相談窓口安全運転相談窓口

048048--543543--20012001
（音声ガイダンス④）（音声ガイダンス④）

不安を感じたら、まず相談！不安を感じたら、まず相談！
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